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1968年以来、ロイヤルカナンはイノベーションによって犬と猫
の健康に貢献してきました。厳格な獣医学に基づいて550種類以
上の栄養学に基づいた製品を開発してきました。それぞれが個々
のペットの健康ニーズをきめ細やかに満たすように作られてい
ます。

今後も、科学に基づくイノベーション精神を活かし、ペットの
ためだけでなく、人々や地球にも価値を生み出す事業を目指し
ます。そのため、犬と猫に最適な栄養バランスがもたらす質の高
い健康を提供し、社員（ロイヤルカナンでは「アソシエイト」
と呼びます）に力を与え、ステークホルダーと永続的な関係を
築きながら、常に次世代への存続を目指し、私たちのエコシス
テムのために事業を形成します。これが私たちのビジネスの原
点です。

私たちは、犬と猫が私たちの生活をより良くすると信じていま
す。それが私たちのパーパス（存在意義）である「ペットのため
のより良い世界（A BETTER WORLD FOR PETS）」の原動力で
す。

互恵の経済学モデル（2ページ参照）により、私たちはパーパス
（存在意義）を実行に移し、より広範囲なエコシステムにプラ
スの影響を与える取り組みを計画できます。つまり、「互恵の
経済学」はステークホルダーのために価値を創造し、より責任
感のある地域社会に根ざした企業となることを可能にします。
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事業目的
50年以上にわたり、私たちは科学と観察を通して、栄養学に基づいたフード製品を
開発し、私たちのパーパス（存在意義）を追求してきました。製品は長い年月をか
けて進化してきましたが、私たちのミッション（使命）は変わりません。私たちは
ペットの専門家と協力して、栄養学の限界に挑戦し知識を広げることで、個々の犬
や猫の健康とウェルビーイングを改善することを目指しています。
「Dog and Cat first（すべては犬と猫のために）」という独自の強力なコミットメ
ントが、犬と猫の"栄養学に基づく健康”の代名詞となるという大きな目標を後押し
します。そのために、犬と猫の健康とウェルビーイングに対する情熱を共有する
パートナーの期待に応えるべく、卓越性、品質、革新性、倫理性を実現しなければ
なりません。

価値観
ロイヤルカナンの基本的な価値観は、
私たちが共有し、私たちを団結させる
核となる信念です。それらは会社の一
部であり、実体、結束力、そして生き
る力を与えています。私たちはこれら
根本的価値観を基盤とし、より持続可
能な未来への道のりを歩み続けます。

使命
ペットの専門家と協力し、栄養学と知識の限界を押し広げ、個々の犬や猫の
健康とウェルビーイングを変革します。

互恵の経済学
モデル
マース インコーポレイテッドがオックスフォード大学サイード・ビジネス
スクールと共同で開発した「互恵の経済学」の手法は、企業がどのように業
績を測定し、認識するべきかという議論から生まれました。

これは、企業がエコシステム内のすべてのステークホルダーの相互利益を発
見しようとすることで、業績と価値創造を向上させることができるという仮
定に基づく経済学的思考の新しいモデルです。このアプローチでは人的資
本、社会資本、自然資本、金融資本の4つのカテゴリーの資本を考慮に入れて
います。強力な財務実績を達成しながら、社会的成果と環境的成果の両方を
推進する能力を備えた革新的なビジネスモデルの開発を目指しています。

ロイヤルカナンは、ビジネスは人々と地球のために有益なソリューションを
生み出すことで、すべてのステークホルダーにとって相互に有益なものにな
る必要があると考えています。そのため、私たちは過去5年間にわたり、「互
恵の経済学」の手法を用いて、ステークホルダーの悩み（ペインポイント）
を解決し、より健全でより成功したエコシステムを作ることができる責任あ
る事業戦略と実践を設計してきました（P20-21中央見開き2ページ参照）。

ロイヤルカナンについて
ロヤルカナンは1968年、南フランスの小さな村で、犬
と猫の健康改善をライフワークとした獣医師、ジャン カ
タリーによって設立されました。カタリー博士は、
ジャーマンシェパードが湿疹の治療を終えた後、しばら
くすると診療所に戻ってくるのを見て、不満を感じてい
ました。そこで博士は、ジャーマンシェパード種によく
見られる皮膚炎に対処するための栄養学的な解決策を見
出すことを思いつきました。カタリー博士は栄養の力を
信じていたわけですが、そのビジョンは今日に至るまで
私たちのブランドに深く刻み込まれています。

ロイヤルカナンの誕生以来、私たちは550種類以上の栄
養学に基づいた製品を開発し、それぞれの犬と猫に具体
的な健康上の良い効果をもたらしてきました。 これは、
正確な栄養組成だけでなく、ペットの専門家に知識など
のサービスを提供することによって可能になります。科
学、観察、パートナーシップのおかげで、私たちはペッ
トの健康とウェルビーイングを促進するために、グロー
バルに共有する知識を獲得しています。

ロイヤルカナン®ブランドのオーナーであるロイヤルカ
ナン社は、マース インコーポレイテッドの一員であり、
栄養学に基づいて犬と猫の健康を実現する専門家です。

ペット、地球、人々に対する責任
私たちが持続可能な方法で成長していくためには、漸
進的変化を超えて、ペット、地球、そして人々のため
になる体系的な変革に取り組まなければなりません。
私たちはマースの社会的影響を特定し、行動を起こす
ことを目的とし「Sustainable in A Generation 
Plan（持続可能な未来に向けた取り組み）」に参加
し、相互に関連する次の3つの分野に焦点をあてていま
す。

ペットのウェルビーイング：「ペットのため
のより良い世界」という私たちのパーパス
（存在意義）を実現するために、責任ある繁
殖と責任あるペットの飼育を推進し、犬と猫
に対する理解とより良いケアを支援するため
に私たちの知識を世界的に共有しています。

健全な地球：二酸化炭素排出量を削減し、循
環型経済の原則に沿ってパッケージの設計を
見直すことで、ペットオーナーがより持続可
能な方法でペットに食事を与えられるように
しています。

人々の繁栄：私たちは、職場や地域社会で
人々のチャンスを増やす役割を果たすことが
でき、そうするべきだと考えています。

ロイヤルカナンの目標は、国連の持続可能な
開発目標（SDGs）に沿っています。

550 種類の栄養学に基づい
たフード製品を提供
し、個々の犬と猫の健
康をサポート
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私たちは知識とサービスを通じ
て、犬や猫の健康改善にも取り
組んでいます。犬と猫の健康を
改善するために、パートナーが
ペットとそのニーズをよりよく
理解できるよう世界中で知識を
共有することは、私たちのビジ
ネスの基本です。パートナーや
顧客に提供するサービスはこの
知識を深め、エコシステム全体
のサービスに役立てることがで
きます。

私たちの活動は国連の持続可能な開発目標に沿っています。

イノベーション
による健康増進

ロイヤルカナンの理念とカルチャーの中心は、何よりも、
犬と猫の健康とウェルビーイングに貢献することです。犬
と猫の真のニーズは、私たちの活動を導き、科学の指針と
なっています。そして、すべてのフードの栄養学的哲学に
インスピレーションを与えています。
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犬と猫に
確かな健康効果を
もたらします。
ロイヤルカナンはペットの専門家と連携し、きめ細や
かに調整された栄養バランスとサービスを提供するこ
とで、犬と猫に目に見える健康効果を提供します。

私たちは、正確な栄養バランスが個々の犬と猫の健康
とウェルビーイングを実現すると信じています。その
ため、さまざまなペットの品種、身体のサイズ、年
齢、敏感さ、ライフスタイル、毎日のエネルギー需要
に合わせた栄養バランスのフードを提供しています。

ロイヤルカナンは、栄養学に基づいて
ペットの健康をサポートする企業です。
ブリーダーや獣医師などペットの専門家
と緊密に連携し、犬と猫のためのきめ細
やかな栄養バランスを設計するだけでな
く、犬と猫を理解し、より良いケアを行
うためのさまざまなサービスやツールの
開発にも取り組んでいます。
私たち独自のアプローチは、常に犬と猫の栄養ニーズを製
品イノベーションプロセスの中心に置いていることです。
それぞれのペットのニーズを満たす食事を設計するため
に、年齢、ライフスタイル、身体のサイズ、品種、敏感
さ、活動レベルが、科学と観察を通じて研究されていま
す。私たちは、犬や猫の健康増進に役立つ革新的なフード
づくりの実現に向けて、最先端の技術と知識を駆使し、製
品やサービスの改善・開発を常に目指しています。

　　　最適な健康状態は
　ペットによって異なります。
　ペットの食事はこのような微妙
　な違いに対応すべきであると
　　　考えています。 



当社の環境管理システムは、研究開発および製品
設計のすべての段階について、ロイド レジス
ター クオリティ アシュアランス（LRQA）に
よってISO 14001を認証されています。
ヨーロッパにおけるグローバルな調達・製造活動
についても認証を取得しています。ほぼすべての
工場はISO 14001の認証を取得しており、2025
年までに製品設計から物流までの全世界の活動に
ついて認証の取得を目指しています。

 ペットの顎の形態や摂食行動に適合したキブル
ドライフード、ウェットフード、セミモイストフード、
インスタントミルク、流動食など、ペットの形態や摂食
行動に合わせた食事を開発することで、ペットの健康へ
のプラスの影響をより一層高めています。

ドライフードでは、犬・猫の解剖
学的特徴と摂食行動に合わせてキ
ブルの大きさや形状を調整し、
フードを適切に口に入れ、咀嚼
し、消化できるようにしていま
す。例えば、ラブラドールレト
リーバーのキブルは真ん中に穴が
開いており、噛みにくくならずに
容積を大きくしています。これ
は、特にガツガツ食べることでよ
く知られているこの犬種にとっ
て、食べるスピードを抑えること
に役立ちます。

ロイヤルカナン
インディヴィジュア
リス
個々の犬・猫に合わ
せたテイラーメイド
フード

最適な健康状態は個々のペットによっ
て異なります。ペットの食事はこのよ
うな微妙な違いに対応すべきであると
考えています。

2019年ロイヤルカナン インディヴィ
ジュアリスの発売により、私たちはこ
れまでになくきめ細やかな栄養バラン
スを提供し、犬や猫の個別の健康ニー
ズに応えることができます。

この新しいサービスは、獣医師が個々
のペットに適した栄養バランスを提供
するための科学的、技術的に大胆な取
り組みです。目的は、年齢、体重、危
険因子、可能性のある病状を考慮し
て、個々の犬と猫にテイラーメイドの
フードを提供することです。

ロイヤルカナン インディヴィジュア
リスは、獣医学の専門知識とロイヤ
ルカナンの栄養学の知識を組み合わせ
ることで、テイラーメイドのフードを
提供します。獣医学データを当社のア
ルゴリズムに入力し、その動物に最適
なフードを決定します。

 テイラーメイドの食事を実現
私たちは、イノベーションが犬と猫の健康とウェルビーイ
ングに具体的な効果をもたらすことができるあらゆる分野
に目を向けています。

そのため、獣医師が特定の健康状態の管理に貢献するため
や、専門家がチャンピオン犬・猫が最高のパフォーマンス
を発揮するためのサポートとなるフードを設計しています。

特定のニーズや用途に特化した犬や猫のフードを開発する
ことで、私たちの知識の限界を押し広げ、同じ科学的、技
術的栄養のノウハウをすべての製品に活用することができ
ます。

• ピルアシスト™は「可鍛性生地」を用いたキブル
です。ペットオーナーが中に錠剤を隠せる形状の
キブルで、投与がうまくでき、服用が容易になり
ます。

•  ロイヤルカナン ® リキッド シリーズには、チューブ
フィーディングを容易にするために特別に設計された
キャップがあり、シリンジにボトルから直接注入する
ことができます。

• ユーカヌバ プレミアムパフォ
ーマンス 30/28ワークは、
極めて長時間継続的に活動す
るスポーツ犬や作業犬専用の
フードです。脂肪酸を非常に
高い割合（28%以上）で含み、
高い持久力が求められる運動
時に徐々に使用できるエネル
ギーを大量に供給し、パフォ
ーマンスを最大化します。

私たちのイノベーションは、フードの栄養設計を超えて、キブルの大きさ、形状、食
感、お届けするパッケージ、それに付随するサービスを含みます。

品質に妥協しない
ペットの健康とウェルビーイングはロイヤルカナンの最優先事項です。私たちは製品
が現地の法律や規制だけでなく、自社の徹底した品質や食品安全の要件を満たしてい
ることを保証する責任があります。
すべてのサプライヤーに対して品質監査を実施し、毎月数千件の品質チェックを行っ
ています。毎年、原材料と製品の50万を超えるサンプルを、私たちの食品安全・品質
基準に従って評価しています。原材料は私たちの厳格な仕様に100%適合したものの
みを使用しています。
製品はすべて、業界標準（ISO 9001、22000、12001、14001、適正製造規範
「GMP」、食品衛生の一般原則「GHP」）およびその他20を超える社内品質基準に
準拠して製造されます。これらの基準への準拠は、内部または第三者監査によって、
年に数回評価されています。

 目に見えないパターンを明らかにするテクノロジー
私たちのサービスの中には、ペットのニーズを特定するための診
断ツールがあり、慎重に設計およびテストされた栄養学に基づい
たフードを提供することを可能にします。

アルゴリズムや複雑な数学的手法を駆使して、個々に最適な栄養
バランスがもたらす健康を実現することを目標としています。
ペットのウェルビーイングの変化の初期指標となるような、目に
見えないパターンを明らかにする技術です。
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例えば、RENAL DETECT（腎臓病検査ツール）という診
断ツールをを使用することで、獣医師は臨床兆候が現れ
る前に猫の腎臓病のリスクを評価することができます。
猫の栄養と環境を整えることができるだけでなく、より
早くかつ迅速にフォローアップを行うことができます。



予防的ケアと知識の共有
知識を発展させ、世界的に共有することは、私たちの優先事項
です。科学、観察、パートナーシップのおかげで、私たちは
ペットのウェルビーイングを促進するために、ペットオー
ナー、獣医師、ブリーダー、その他の業界主要関係者と共有す
る知識を得ています。

肥満を減らすための獣医師との連携
ペットの健康問題で世界第1位は肥満で
す。世界中の犬・猫の40%以上が太り過
ぎか肥満です。ロイヤルカナンでは、コ
ミュニケーションキャンペーンを通じて
ペットの肥満に対する意識を高め、健康
的な習慣を促進することで、ペットの肥
満の有病率を減らすという大きな目標を
掲げています。重要なパートナーである
獣医師と連携し、体重管理における獣医
師の役割をサポートするツールを提供し
ています。

ブリーダーとのパートナーシップ
ここ数年、違法繁殖が増加しており、
ペットにとっても繁殖業者にとっても深
刻な脅威となっています。健康で衛生的
な環境で飼育されていない、社会性もな
く、ペットオーナーとなる人との相性に
考慮せずに販売された場合、ペットの健
康に影響を与えます。

ブリーダーの持続可能で健全な活動を支
援するために、ロイヤルカナンは
PROactiveを展開し、責任ある繁殖、責
任あるペットの取得、責任あるペットの
飼育に対する意識を高めることに重点を
置いています。カンファレンス、デジタ
ルコース、実践的なアドバイスを、現地
のロイヤルカナンアソシエイトのサポー
トと共に利用いただき、ブリーダーの知
識と専門性を高めています。

デジタル繁殖プラットフォームである
Royal Startプログラムは、PROactive
の一環として、2021年に世界の60%
の市場で開始されました。現在、1万人
のブリーダーがこのプログラムの公式
ユーザーであり、約40万頭のペットが
登録されています。

デジタル繁殖
プラット
フォームであ
るRoyal Start
プログラムは
PROactiveの
一環として
2021年に世界
の60%の市場
で開始

60%

ONLY

40%

TODAY

10,000
現在、ブリーダー、１万人がRoyal 
Canin Startプログラムの正式な利
用者となっており、約40万頭の
ペットを登録

200,000 
米国で20万人に獣医師
による無料診療を提供

$50,000
シェルターにいる猫が
獣医師のケアを受けら
れるよう米国内の慈善
団体に５万ドルを寄付

MORE THAN 

世界中の犬と猫の
40%以上が太り過
ぎか肥満

(1) 出典: 世界中の猫のプライマリーケア従事者4,437人を対象とした、ペットオーナー
と獣医師との関係に関する研究（SKY agency, 2018）

８部構成の教育Web
シリーズでは、有名な
猫の保護活動家である
Kitten Ladyが登場

TYCTTV（猫を病院に連れて行こう）と PROactiveイニシアチブ
予防を啓発
猫のケア
Take Your Cat to the Vet（TYCTTV：猫を病院に連れ
て行こう）という活動は、ニールセンの調査と当社の
内部調査から得られた結果を受けて、2018年に開始さ
れました。この調査では、犬の60%が獣医師の診察を
受けているのに対して、猫ではわずか40%にすぎない
ことが示されました(1)。
しかし、年1回または年2回の受診による予防的ケア
は、猫の健康とウェルビーイング全般にとって重要で
す。ロイヤルカナンのTYCTTVイニシアチブは、動物病
院で受診することの重要性について、猫オーナーの
方々の認識を高め、また、動物病院が猫に配慮し、よ
り楽しく受診できるようにすることを目的としていま
す。
現在、ロイヤルカナンはこの取り組みを20カ国以上に
広げています。ICatCareと提携して、この問題に関す
る意識を高めるためにこのプロジェクトは少なくとも5
年間は継続されます。

この取り組みを開始した
最初の市場はロイヤルカ
ナンUSでした。彼らは
消費者を教育するための
360°マーケティング計
画を作成し、獣医師がソ
リューションの中心に留
まるようにしながら、ア
ソシエイトにこの取り組
みを広めるよう促しまし
た。ロイヤルカナンUS
は、バンフィールド動物
病院やPetSmart、
Chewyなどの小売パー
トナーと協力して、20万
人に無料の獣医師診察を
提供し、シェルターにい
る猫が獣医師のケアを受
けるのを支援する慈善団
体に5万ドルを寄付しま
した。また、有名な猫の
保護活動家であるKitten 
Ladyが猫の専門家にイン
タビューする8部構成の
教育Webシリーズを放送
しました。. 
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犬の60%は動物病院で
受診しているのに対
し、猫はわずか40%



PETS

健康とサステナビリティにおける
研究とイノベーション
最先端の研究および開発
栄養学に基づいて犬と猫の毎日の
ウェルビーイングを改善するため
に、ロイヤルカナンは、各イノベー
ションの開始から、動物のニーズを
製品開発のプロセスの中心に置く科
学的アプローチを採用しています。

観察は私たちがどのようにフードづ
くりを行うかの重要な部分です。犬
と猫に関する知識を向上させるため
の２つのペットセンターがありま
す。犬や猫を飼育して継続的に観察
し、健康とウェルビーイングの観点
から研究しています。

嗜好性、消化性、摂食行動を分析す
る一方で、押しつけがましいテスト
は一切行いません。ペットセンター
は、ペットに適切な刺激、レクリ
エーション、運動を提供するように
設計されています。この施設で飼育
されているペットはすべて、施設内
で包括的な獣医療を受けており、施
設滞在後、愛情あふれる家庭に引き
取られます。（P 25参照）

2つのペットセンター 

FROM ALMOST 

5大陸の
約30カ国に分布

345
345名のアソシエイトがロイヤルカナン
で研究開発に従事

エマルグの
ペットセンター

150
CLOSE TO

150頭近く
の猫

40
40名のアソシエイト

7ヘクタール

200
200頭
を超えるる犬

MORE THAN 

ルイスバーグの
ペットセンター

51ヘクタール

200
CLOSE TO

およそ200頭
の猫 

65
65名の
アソシエイト

200
200頭
の犬

研究開発（R＆D）チームは、常にペットの栄養と観察の
分野における科学論文や最新の発見から情報を得ているだ
けではなく、実際それらに貢献しています。これはペット
の健康改善という共通の目標を持つさまざまな分野でのイ
ノベーションを起こすのに役立っています。
私たちは、デザイン思考、リーンスタートアップ、グロー
スハックといった方法論を用いています。動物の健康に革
命をもたらす人工知能で前例のない革新的イノベーション
にも取り組み始めています。
アルゴリズムと複雑な数学的手法により、個々の犬や猫に
具体的な健康効果をもたらすという目標に向けて、限界を
押し広げることができます。

また、研究開発はより低炭素な製品規格や、より循環型の
パッケージオプションの開発においても主導的な役割を
担っています。

出版物を通じて知識を共有
ロイヤルカナンの原点は科学と観察にあり、それは知識が常に私たちの
ビジネスの中心であることを意味します。この知識は、犬・猫用の質の
高い栄養学に基づいたフードづくりのためだけでなく、出版物を通じて
知識を発展させ、共有するためにも活用されています。これらの出版物
は、私たちだけでなく、ペットオーナーやペットの専門家が犬・猫につ
いてより深く理解し、より良いケアを行うために役立ちます。

2020年、ステークホルダー向けの雑誌やガイドブック、百科事典を数
十冊発行しました。 その中から特に自信のある5冊をご紹介します：

 Practical Guide to Dog 
Breeding：ブリーダー向
けの犬の繁殖に関する実
践的なアドバイスのガイ
ドブック.

 百科事典： ロイヤルカナン®
は1998年に最初の猫百科事典
を出版。2017年には、世界中
の科学者、獣医師、猫の専門家
18名による共著で、最新版を出
版
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 Veterinary Focus Magazine:  獣医
学の専門家と知識を共有する雑誌
 https://vetfocus.royalcanin.com/ 

 Everything You Need To Know About The Role Played By 
Nutrients For The Health of Cats & Dogs（犬と猫の健康のために
栄養素が果たす役割について知っておくべきすべて）：犬と猫の
健康に必要な各栄養素のレビュー。著者：Dominique 
Grandjean教授（フランス・アルフォート国立獣医学大校ス
ポーツ・繁殖医学ユニットディレクター）

 Kitten & Puppy 
Guides: ペットを
飼育し始めたばか
りのペットオー
ナーに寄り添うガ
イドブック 



私たちのアクションは、国連の持続可能な開発目標（SDGs）に沿っています。

ロイヤルカナン®は、2025年までにカーボンニュートラ
ルを実現するために以下の活動を行います:
1.再生可能電力への移行：工場やオフィス全体で再生可
能エネルギーによる電力を100%使用する一方で、全体
のエネルギー消費量を削減します。
2.持続可能な原材料の調達：栄養素をベースとするアプ
ローチを活用し、持続可能な方法で調達されたタンパク
質や低炭素原料への切り替えなど製品の改質を通じて炭
素排出量を削減します。
3.廃棄物の削減と循環性の向上：リサイクル可能、堆肥
化可能、再利用化なパッケージの使用を大幅に向上させ
ることにより廃棄物を削減し、循環性を向上させます。
4.気候変動に対応したビジネス変革：アソシエイト、サ
プライヤー、ビジネスパートナーの共感を得られるよ
う、経営手法を進化させます。

ロイヤルカナン®が完全に除去または削減できない残留
排出量については、高品質な除去ベースの認証カーボン
クレジットに投資します。除去ベースクレジットの利用
は、SBTi（科学的根拠に基づく目標）Net Zero 
Foundations paperに沿ったものです。

ロイヤルカナン®だけではありません。ビジネスパート
ナー、サプライヤー、そして私たちのバリューチェーン
に関わるすべてのステークホルダーとともにフットプリ
ントの削減に取り組んでいます。

カーボンニュートラル
人類の温室効果ガス（GHG）の排出は、大気の構成に影響を与え、気候変動
を引き起こしています。気候科学者によると、2016年は観測史上最も暖か
い年であり、最も暖かい19年のうち18年は2001年以降であったとしていま
す（NASA、2019）。さらに、気候科学者たちは、気候変動に関する政府
間パネル（IPCC）を通じて、気候変動による気温上昇を1.5°C以内に抑え
なければ、私たちが直面するリスクがさらに大きくなることを示す驚くべき
報告書を発表しました。緊急対策の必要性についての科学的コンセンサスは
明らかです。
環境フットプリントを改善し、地球にとって意味のあるプラスの変化をもた
らすために、私たちはいくつかの大胆なコミットメントを行っています。
2021年10月、ロイヤルカナン®ブランドは、2022年までにカーボンニュー
トラルの認証の製品群を発売し、2025年までにカーボンニュートラルの認
証を取得することを発表しました。
ロイヤルカナン®は、国際的に認知された堅牢なカーボンニュートラル規格
PAS2060を採用する予定です。その道のりについて透明性のある報告を定
期的に行っていきます。

 私たちは、この大胆なカーボンニュートラルへの
コミットメントが、ロイヤルカナン®のグローバル・
バリューチェーン全体において、環境フットプリン
トを大幅に改善し、ペット、人々そして地球に意味
のあるプラスの変化をもたらすと確信しています。

ロイック ムトー
ロイヤルカナン CEO
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地球環境への
負荷軽減に
貢献したいと
考えています。
THE 2020 WORLD POPULATION DATA SHEET（2020
年世界人口データシート）によると、世界の人口は2050年
までに99億人に増加すると予測されており、それに伴い食料
需要も増加します。

人口増加と開発途上国の生活水準の向上が相まって、動物由
来タンパク質や代替タンパク質の需要に特に大きな影響を与
えるでしょう。



100%
  

使用する魚の100%は、マリント
ラスト、ASC（水産養殖管理協議
会）またはMSC(海洋管理協議会)
の認定を取得

100%
当社で使用しているブラジル
産大豆の100%（大豆調達全体
の22%に相当)は、RTRSまた
はProTerra認証を取得

86% 

環境問題に取り組む
包括的なアプローチ
ロイヤルカナンでは、製品の設計から最終的な流通に至るま
で、ビジネスプロセス全体にサステナビリティの原則を組み込
んでいます。
これにより、製品のライフサイクル全体を通してサステナビリ
ティの目標を追求することができます。
毎年、サプライヤーと密に協力し、主要なサプライチェーンのマッピングを行っていま
す。原材料が生産される農場からサプライヤーの拠点まで、調達を理解することを目指
しています。この情報をもとに、各工場で使用する原材料のフットプリントを算出する
ことを目指しています。これによって、森林伐採や水不足など環境負荷の高い地域の環
境リスクも評価できます。一歩下がってグローバルなフットプリントを把握すること
で、最も影響を与えることができる分野に優先順位を付けて努力を集中することができ
ます。

気候変動を緩和する製品
科学に基づく栄養学の基本理念は、特定の栄養プロファイルをもつ原材料を組み込む
ことによって、ペットに正確な栄養バランスを与えることです。

各製品は特定の栄養プロファイルに基づいて開発・製造されており、それは世界中ど
こでも同じです。しかし、栄養プロファイルに対応するため使用する原材料は、地域
や工場によって異なり、現地で入手可能な原材料によります。

私たちは、550種類の栄養製品の一つひとつについて、二酸化炭素排出量や、土地や
水の利用への影響を把握しています。栄養素をベースとするアプローチにより、原材
料の選択を最適化し、場合によっては「従来の原材料」を超えて、犬や猫に同等また
はそれ以上の健康効果をもたらす食事を製造し、一方で、サプライチェーン全体を通
じて、環境への影響を低減することができます。（代替タンパク源としての羽毛の例
については17ページを参照）

現時点での実績：副産物の利用
また、高品質な副産物を利用することで、栄養素の確
保、環境保全、食品廃棄物の削減を実現できます。副産
物とは、人間が通常消費しない食材のことです。これら
の副産物は安全で高品質であり、多くの場合、人の食用
として利用されるる肉よりも気候変動への影響がはるか
に低くなります。

私たちは動物由来と植物由来の両方の副産物を使用して
ます。これらの副産物はタンパク質、脂質、ミネラル、
ビタミンの優れた供給源であり、臓器や筋肉の再生に必
要な必須アミノ酸の供給、免疫システムをサポート、エ
ネルギー供給など重要な役割を果たしています。

原材料の環境フットプリントの低減
環境負荷のほとんどは、使用する原材料のごく一部に集
中しています。実際、原材料サプライチェーンにおける
温室効果ガス（GHG）排出量の2/3は、7つの原材料に
起因しています。牛肉、トウモロコシ、鶏肉、米、水産
物、大豆、小麦です。これらの原材料の環境負荷は、そ
の原産地によってある程度決まります。
できる限り工場に近い場所から原材料を調達すること
で、輸送や物流による環境フットプリントの低減に努め
ています。
使用する原材料がベストプラクティスに従って生産され
るよう、サプライヤーと長期的で強固な相互関係を築く
よう努めています。

このような強固な関係により、大豆、魚、紙な
どの主要な原材料の持続可能な調達の協力的な
展開を成功させました。

持続可能な調達のさらなる進展に伴い、生産さ
れる原材料の温室効果ガス排出量を削減しなが
ら、農場のレジリエンスを向上させるため、サ
プライヤーと協力して再生農業プロジェクトを
立ち上げます。

自社拠点における
環境負荷の低減のためのの取り組み
サステナビリティと気候フットプリントの削減
のための取り組みは、まず自社拠点から始まり
ます。2025年までに工場、オフィスからの直
接排出量を2015年の水準（139 kt）から42%
削減することを目指しています。この目標を達
成するためには、工場やオフィスなど私たちが
働く場所を大きく変える必要があります。

業務効率：
実務や行動を変えることで、

エネルギーや水の使用量、
廃棄物を削減

新しいテクノロジー：
私たちのやり方を変えるよ
うなイノベーションの開発
と導入

資本効率：
より効率的な
設備とプロセス
への投資

工場のグリーン化
工場は、温室効果ガスの主な排出源です。主にエネルギー
消費によるものです。製造工程で使用されるエネルギー
は、主に機械設備に使用される電気やボイラーや乾燥設備
に使用される天然ガスです。

現在、世界中のロイヤルカナンの工場ネットワークにおける
すべてのオペレーションの75%近くを賄える再生可能電力
を購入しています。また、より広範なエネルギー使用量の削
減にも努めています。
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二次包装に使用す
るパルプ紙の86% 
はリサイクルされ
たものを使用。残
りの14%は、持続
可能な森林管理を
行うFSC（森林管
理協議会）認証の
バージンパルプを
使用



EPA
DHA

天然資源への負荷を低減温室効果ガス排出量を削減するために、使用するエネルギーの100%を再生可能な資
源から得ることを目指しています。バイオマス（バイオガスを含む）、地熱、太陽
光、水力、風力など市場から調達したもの、あるいは自社で生産したものです。

水の使用量も私たちが事業活動の中で取り組んでいる重要な課題の一つです。16工
場のうち、2工場（フランス カンブレー、南アフリカ ヨハネスブルグ）は「水スト
レス地域」に位置します。（出典：世界資源研究所 https://www.wri.org/aqueduct)
これは、両地域で水の消費量が利用可能量を上回っていることを意味します。水ス
トレスのある拠点については、2019年のベースラインと比較して、水使用量を増
やさないことを目標としています。すべての工場では、水使用量の削減、工程での
水の再利用、排水処理などに取り組んでいます。

エコフレンドリーなオフィス
エマルグ（フランス） のグローバル本社をはじめ、多くのオフィスでは、すでに再生
可能な資源からの電力を現地調達したり、自家発電を行ったりしています。

キャンパスの駐車
場には、電気やハ
イブリッドカー/バ
イク用の充電ポイ
ントが使用可能。
アソシエイトに低
炭素交通機関を利
用することを推奨 

アソシエイト
向け自家用車
相乗りアプリ
を開発

本社の屋上にソー
ラーパネルを設置 

100%
マリントラスト 

魚油

さらに、すべてのオフィスにはサステナビリティ・チャ
ンピオンがいて、GoGreenと呼ばれる現地の協力プロ
グラムを主導しています。このプログラムは、オフィス
とアソシエイトが環境に与える影響を軽減することを目
的としています。GoGreenは、コミュニケーションや
トレーニングから廃棄物管理、エネルギー強度、オフィ
スの空気環境、社会的パフォーマンスパラメータま
で、100項目を含むスコアカードに基づいています。

エマルグ本社で行われている取り組みの事例：

本社敷地内には蜂の巣箱や
インセクトホテル（虫たち
の越冬場所）を設置し、
生物多様性と固有種を保全

魚油から藻類へ
オメガ3脂肪酸（EPA/DHA）は、ペットの栄養
摂取、特に動物細胞膜の形成、神経系(脳・目・神
経)の発達、免疫機能、組織の損傷や感染症に反応
する炎症プロセスに重要な役割を果たしていま
す。

ロイヤルカナンは従来から、小型の遠海魚由来の
100%マリントラスト認証の魚油を加えること
で、これらの栄養素を食事に取り入れてきまし
た。さらに、ロイヤルカナン
は、EPA/DHAの代替となる藻類を特定しまし
た。この代替原料を使用することで、魚の生態系
への負荷を軽減することができます。

このような革新的な原材料を特定した後、その製
品が、当社の健康、品質、食品安全基準を満たし
ていることを確認するために厳しいテストを行
い、国際的な食品安全機関の認可を取得してか
ら、フードの製造に使用します。EPA/DHAの原
料として藻類油を製品に使用できるようになるの
はまもなくです。

タンパク質の代替供給源としての羽毛
ロイヤルカナン ® アミノペプチドフォーミュラは、
食物アレルギーの犬や猫の栄養摂取を長期的にサ
ポートするための革新的な食事療法食です。この製
品のタンパク質は、特別に加工された家禽の羽毛か
ら作られており、市場でも高い評価を得ています。
実際、高度に加水分解された羽毛タンパク質（アミ
ノ酸およびオリゴペプチド）は、アレルゲンとして
認識されないため、食物アレルギー用の療法食とし
てとても適しています。羽毛は、今のところ、これ
ほどまでに加水分解された唯一の素材です。
アミノペプチドフォーミュラ®のタンパク源として、
人間のフードチェーンでは使用されていない、非常
に高度に加水分解された代替タンパク源を選択する
ことで、人用の食品とペットフード業界が将来にわ
たって共存していけるような、持続可能なサプライ
チェーンを構築しています。
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(1)  この目標は、ケミカルリサイクルの進展スピートと食品安全規制との整合性
により変動します。

廃棄物管理
循環型経済の原則に基づくパッケージング
使い捨て用フレキシブル多層パッケージを超えた移行への挑戦：パッケー
ジは製品をお客様にお届けするために重要な役割を担っています。消費の
最終段階まで完成品を保護し、品質や健康効果を維持します。また、重要
な法的および栄養学情報を伝え、店頭で私たちのブランドを差別化し、推
奨される給餌ガイドラインを消費者に提供します。

エレン・マッカーサー財団の新プラスチック経済グローバルコミットメント
マース インコーポレイテッドはエレン・マッカーサー財団の「新プラス
チック経済グローバルコミットメント」に署名し、責任ある行動を奨励する
とともに、すべてのパッケージを回収し、リサイクルするために共同で取り
組むことを呼び掛けています。バージンプラスチックの使用量を25%削減
し、プラスチック製パッケージには平均30％のリサイクルプラスチックを
使用すること (1) 、2025年までに100％再利用可能、リサイクル可能、ま
たは堆肥化可能なプラスチックパッケージを使用することをコミットしてい
ます。私たちはこれらのコミットメントが、製品のライフサイクル全体を通
じて、高い品質と食品安全基準、また製品の栄養プロファイルや鮮度を損な
うことのないように取り組んでいます。

代替回収場所
米国、カナダ、オーストラリアでは、回収ポイ
ントでパッケージ袋の回収とリサイクルを推奨
しています。これらの国では、私たちが使用す
るようなパッケージ袋は既存のインフラではリ
サイクルできないため、TerraCycle®とパート
ナーシッップを結び、動物病院、ペットショッ
プ、その他販売店など、地域内のさまざまな所
に回収場所を設置し、消費者に使用後のパッ
ケージの返却を呼びかけています。

使い捨てパッケージの回避
また、消費者に直接製品をお届けするための新
モデルを開発・テストすることで、使い捨ての
プラスチックパッケージを避けることができま
す。その一例として、2021年4月、パリに最初
のAtelier Félinをオープンしました。これは、
ロイヤルカナン®のヘルス、ケア、ブリードシ
リーズから20～30種類のドライフードを消費者
に直接提供するテスト＆ラーニング型のコンセ
プトストアです。従来のパッケージをなくし、
再利用・リサイクル可能な金属製のボックスを
提案し、フードを購入できるようにしました。

工場は廃棄物埋め立てゼロ
2015年以来、ロイヤルカナン工場は
廃棄物埋め立てゼロを実現していま
す。段ボールや金属は現地でリサイ
クルされ、食品廃棄物は堆肥化、焼
却、またはエネルギーを再生するメ
タン化プロセスにかけられます。

サプライヤーとのパートナーシップ
リサイクル可能な設計のために
プラスチック袋の厚みを大幅に削減し、フードの安全性を損なう
ことなく、1万トン以上の温室効果ガス排出量を削減しまし
た。2007年から2016年の間に、プラスチック920トン、紙500
トンを節約し、2kgと4kgの袋の厚さを10μm薄くしました。ま
もなくさらに一歩進み、サプライヤーとの協力のもと、インフラ
が存在する現在のリサイクルシステムで完全にリサイクル可能
で、より高度なリサイクルシステムに最適化された、当社初の単
一素材プラスチック袋の使用が始まる予定です。

私たちはパートナーとともに、次世代パッケージが完全にリサイ
クル可能であり、かつ厳格なフードの品質と安全基準を満たし続
けることができるよう、研究開発に投資しています。

業界パートナーシップを通じた
リサイクルインフラの近代化
2025年までに、バージンプラスチックの使用量を25%削減し、プ
ラスチックパッケージのリサイクル材使用率を平均30%まで高め
ることを目指しています。(1) 食品用のポストコンシューマ樹脂
（PCR）の供給を増やすために、リサイクル業界は、食品メー
カーが利用できる品質の再生プラスチックを生成できる、より先
進的なリサイクル施設の構築に取り組む必要があります。このよ
うなリサイクルインフラのシステム全体の変革は、食品用リサイ
クル材の大規模な需要を創出するために、すべての関係者が協力
し合うことで初めて実現します。

このため、私たちは欧州のCEFLEX（軟包装分野の循環型経済の実
現を推進するコンソーシアム）やプラスチック汚染連合などの共
同イニシアチブと積極的に関わり、2025年までに欧州で軟包装の
循環型経済を実現するという目標に向けて取り組んでいます。 

消費者と共にリサイクルを促進
し、新たな消費パターンを促進
ロイヤルカナンのパッケージの
収集、選別、リサイクルにおけ
る消費者の役割を促進するた
め、可能な限りリサイクルマ
ニュアルの電子化を進めていま
す。この情報はパッケージに印
刷されたQRコードを通じて、
2022年第1四半期から順次実施
される予定です。このようにし
て、消費者の地域や言語に合わ
せた明確かつ正確で適切な情報
を提供することができます。

現在のロイヤルカナン小売用パッケージの
数種類の形態：

25%
バージンプラスチックの
使用量を2025年までに
25%削減する計画(1)

30%
平均30％のリサイクル材をプラ
スチック製パッケージに含有(1)

アルミニウム製またはマル
チスチール製缶とパウチ
（ウェットフード用）

紙・プラスチック袋
（ドライフード用）

BY 2025
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EPA
DHA

• 科学と観察
ロイヤルカナンでは、栄養学は
ペットの専門家、学術コミュニ
ティとの協力ものと、科学と観察
に基づいています。

• 原材料よりも栄養素
私たちは、ペットの個性に対応し、従来の原材料の
枠を超える栄養素主導のアプローチで、サプライ
チェーン全体の環境負荷低減を実現しています。犬
や猫は栄養のためにEPA・DHAを必要とします。

• 持続可能な供給源
ロイヤルカナンは、より持続可能な
水産物原材料を調達し、
FisheryProgress.orgが報告する漁業
改善プロジェクトを支援することに
取り組んでいます。私たちは、フラ
ンスの大手オメガ3魚油のサプライ
ヤーであるOLVEA Fish Oilsと提携
し、モーリタニアFIPの取り組みを支
援しています。OLVEA Fish Oils
は、主にペルーとアフリカの沿岸水
域から魚を調達しています。

• 生物多様性の保全
2012年、魚類資源へのリスクを軽減しな
がら、魚油の供給源を確保するため
に、OLVEA Fish Oilsは調達先を北モー
リタニアに拡大することを決定しまし
た。地元の漁業は台頭してきましたが、
持続可能な方法で成長するための枠組み
が必要でした。

社会
「漁業の進歩に伴う人権と
社会的責任に関する方針」
は、人権や労働の権利に関
するリスクを軽減し、漁業
における社会的パフォーマ
ンスを報告するための共通
の枠組みを提供するために
策定されました。この方針
は、国内の規則および国際
労働機関（ILO）が定める
国際基準に沿ったもので
す。

環境
このプログラムは、
持続不可能な魚の利
用を避けることを目
的としています。地
域内における国境を
またいだ遠洋魚類資
源を管理するための
枠組みや仕組みの開
発を支援しています。
また、魚の個体数の
モニタリング、制
御、監視システムを
実施しています。

• 生産
マリントラスト認証取得時
（2022年第1四半期の予定）に
は、モーリタニア産の魚油を使
用します。その魚油はヨーロッ
パ地域にある４つのロイヤルカ
ナン工場（フランス2工場、
ポーランド1工場、オーストリ
ア1工場）に納品される予定で
す。
ロイヤルカナン製品の90%に
EPA・DHAが含まれていま
す。

• 配送
ブリーダー、動物病院、小売
店などの流通チャネルへの配
送。

• ペットオーナーの意識
責任ある企業として、最適な栄養バランスがもたらす
ペットの健康についてペットオーナーを教育し、ペット
のために正しい選択ができるよう支援しています。
ペット、地球、そしてバリューチェーンに関わる人々に
とってより良い製品を安心して購入いただけます。

より持続可能な方法で調達することによ
り、パートナーと共に栄養と知識の限界
に挑戦し、個々の犬と猫の健康とウェル
ビーイングを変革するという私たちの使
命を果たすことができます。

この互恵の道のりを通じて、ステークホ
ルダーと次世代のために、実行可能な未
来を確立します。

経済
地元産業は、持続
可能な方法で成長
し、長期的にはよ
り持続可能な漁法
に移行していきま
す。現地の関係者
が国際市場にアク
セスできるように
なります。

• 2017: モーリタニア小規模
遠洋漁業改善プロジェク
ト（FIP）策定

マリントラスト認証：
魚粉・魚油産業の原料生
産者が責任ある事業活動
を行うことを証明するた
めの信頼性の高い強固な
基準。

民間部門*と政府**との
共同の取り組み 

目標
モーリタニア漁業の
透明性がある持続可
能なガバナンスのた
めの条件を整備。

• FIPのプラスの影響

fisheryprogress.org/fip-profile/mauritania-small-pelagics-purse-seine

www.olvea-fish-oils.com

* OLVEA Mauritania、ロイヤルカナ
ン、RIM Fish Meal、Mah El Turk、FH 
Procurement SARL、Atyfen
** モーリタニア政府および行政機関、モー
リタニア漁業・海事経済省（MPEM）、国立
漁業・養殖衛生検査（ONISPA）、モーリタ
ニア海洋水産研究所（IMROP）

• EPA・DHAの供給源
EPA・DHAは魚油に含ま
れています。

OLVEA FISH OILS社との提携
モーリタニアの漁業改善プロジェクト（FIP）は、「ペットのためのより良い世界」という私たちのパーパ
ス（存在意義）を実現するために、パートナーとどのように協力し合っているかを示す一例です。
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また、社外の人々との関係においてもこ
の理念を実践しています。ペットの健康
とウェルビーイングへの情熱を原動力
に、ブリーダーや獣医師などペットの専
門家と長期的かつ有意義な関係を築き、
犬や猫のための高品質な栄養フードを製
造し、関連ツールやサービスを通じて、
犬や猫の日々の活動をサポートしていま
す。

さらに、事業を展開するすべての地域社会
との連携を強化することで、外部の社会的
公正に対処することを目指しています。こ
のように、「互恵の経済学」を実践するこ
とで、エコシステムの中に社会資本と人的
資本を構築し、私たちのビジョンを実現す
るための最も効果的な手段として、長期的
な互恵関係を活用します。

私たちのアクションは、国連の持続可能な開発目標
（SDGs）に沿っています。
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PEOPLE

人々は
持続可能な
未来のビジョン
の中心です。

これは私たちの組織においても同様で、
アソシエイトに可能な限り最高の職場環境を提供し、「サス
テナブルに考える」ことを奨励し、グローバルな支持者とな
るよう働きかけています。



(1) Reference: Wilkin, Christa L., Paul Fairlie and Souha R. Ezzedeen. "Who let the dogs in? A look at pet-friendly 
workplaces（誰が犬を入れたのか？ペットに優しい職場の紹介）". International Journal of Workplace Health 
Management 9.1 (2016): 96-109.

アソシエイトのウェルビーイング
とインクルージョン

アソシエイトの紹介
私たちのパーパス（存在意義）を達成するために、8,000人以上のアソシエイトが
ロイヤルカナンで働いています。アソシエイトは500人の獣医師、科学者、栄養士の
有資格者を含め、国籍、言語、文化など様々なバックグラウンドを持つ人々で構成さ
れています。アソシエイトは、品質、責任、互恵、効率、自由という5つの原則を
守っています。犬と猫の健康とウェルビーイングを向上させるという私たちのミッ
ションの達成は、アソシエイトの参画と献身に支えらえています。

「アソシエイト」という言葉は、相互の信頼、尊厳、敬意を中心とした私たちのビジ
ネスと社員との関係を定義しています。従業員として、あなたは他者のために働きま
す、アソシエイトとして、あなたは他者と協働します。

私たちは異なる視点やユニークな考え方を受け入れま
す。なぜなら、その違いが私たちをより良くしてくれる
と信じているからです。受容性と多様性の精神を浸透さ
せるのは経営トップからです。そのため、管理職を対象
に研修を行い、アソシエイト一人ひとりを尊重し、キャ
リア形成を可能にする、ウエルカムでオープンな環境を
つくっています。すべての事業拠点において、文化的な
受容性が根づいた環境づくりのために独自の措置を講
じており、オープンなコラボレーションとコミュニ
ケーションを促進しています。

以下は、2020年にエマルグ （フラ
ンス）本社で、健康とウェルビーイ
ングに新たな息吹を吹き込むことが
できた取り組みの一部：

• 2020年7月、アソシエイトにフ
レックスタイム制やリモートワーク
制を導入するための新しい協定に署
名しました。これは、COVID-19パ
ンデミックへの重要な対応で、危機
後も維持される予定です。

• 2020年9月、COVID-19パンデ
ミックへの対応と、労働衛生分野で
の活動を強化するために、診療所を
開設しました。

• 整体、季節性インフルエンザ予防
接種、メンタルヘルス傾聴＆相談プ
ラットフォーム（PROS-consulte）
アクサ保険グループとの提携による
遠隔医療相談などさまざまな医療
サービスを提供しています。

•  コラボレーションを促進し、ウェ
ルビーイングを向上させるために、
新しいワークスペースを作りまし
た。9月には、アソシエイトのため
の和やかなコラボレーションスペー
ス、アゴラ・パティオを導入しまし
た。

人のアソシエイト

 の国籍 

CARE プログラム 
CAREプログラム（Communicate：伝達、 
Animate：活性化、Review：精査、Experiment 
：試み）の枠組みの中で、アソシエイト リソース 
グループの結成を奨励し、アソシエイト主導で組
織全体で受容性と多様性を促進するための予算を
支給しています。障がい者、女性、黒人、アジア
人、ラテン系のコミュニティ、 LGBT、そして若
い世代と高齢者の両方の代表性を高めるための取
り組みを推奨しています。

リーダーシップチームは、男女
のバランスがとれていなければ
なりません。つまり、リーダー
シップにおける男女比は50対50
です。

リーダーシッ
プチームが、
事業を展開す
る市場の国籍
と民族性を反
映することを
保証します。

自分たちで設定した目標に対
するパフォーマンスを定期的
に評価： 

13人のメンバーからなるグローバルリーダーシップチームは、７カ国の国籍で構成
され、男女のバランスもとれています。8,000人のアソシエイトの国籍は、48カ国
にわたります。

そのため、オフィスや工場は、すべてのアソシエイトにとって最高の職場環境にな
るよう努めています。私たちは、マース インコーポレイテッドという、家族経営の
企業の一員です。7年連続でGreat Place to Work Instituteによる「製造業・生産
業における世界で最も働きがいのある会社」ランキング（2020年は第5位）に選ば
れています。

インクルージョン（受容性）＆ダイバーシティ（多様性）：
サステナビリティの推進力
アソシエイトがどんな人であろうと、どんな経歴であっても、大切にされていると感
じられることは、ロイヤルカナンの誇りです。私たちは、受容性と多様性が、持続可
能な事業を創造するための重要な推進力であることを理解しています。

私たちの拠点は責任ある職場
健康は私たちにとって北極星のようなものです。これには、アソシエイトの
身体的、精神的な健康も含まれます。Mars Be Wellプログラムでは、持続
可能で健康的かつ活力のある職場文化を創造することに尽力しています。

2020年、マース インコーポレイテッドのランクイン：
ヨーロッパで最も働きがいのある会社™（ベルギー、デンマーク、フィンラ
ンド、フランス、ドイツ、ギリシャ、アイルランド、イタリア、ノル
ウェー、ポルトガル、スペイン、スウェーデン、オランダ、イギリス）ラン
キングで第4位。
 2019年の世界で最も働きがいのある会社™ランキングで、マース インコー
ポレイテッドが第6位。製造業・生産業における最も働きがいのある会社™ 
ランキングで第3位。

工場では、「Mars Responsible Workplace（マースの責任ある職場）」と
いうプログラムを導入しています。このプログラムは、世界中の職場で働く
アソシエイトの人権尊重と労働環境の改善に向けた取り組みを理解し、実行
するためのものです。成功を称え、改善すべき領域を特定するために、レス
ポンシブル・ワークプレイス・アセスメントを実施しています。

ペット フレンドリー オフィス
「International Journal of Workplace Health Management(1) 」に掲載された
研究によると、職場に犬を連れてくる人は、同僚よりもストレスが少なく、
仕事に対する満足度が高いことが分かっています。アソシエイトは、職場に
犬を連れて出勤することを奨励されており、私たちは、アソシエイトとペッ
トの双方にとって好ましい環境をつくるために、施設や方針を継続的に改善
しています。

また、アソシエイトが2つのペットセンターの1つから１頭の犬の世話をで
きるペット・スポンサーシップ・プログラムも実施しています。このプログ
ラムはアソシエイトに良い影響を与えるだけでなく、ロイヤルカナンでの役
目が終わり、里親に引き取られる前に、ペットが社会性を身につけるための
良い方法です。中国オフィスはキャットフレンドリーです。アソシエイトは
猫を職場に連れてくることができます。

100
フランスの各拠点にあるオフィスで
は、100頭の犬が来て滞在することが
認められています。

100%

8,000 
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獣医学シンポジウム
• 2019年、第5回目となる獣医学
シンポジウムには、世界85カ国か
ら535名の獣医師が参加しまし
た。参加者は、エマルグ（フラン
ス）にあるロイヤルカナンのユ
ニークな本社施設（キャンパス）
の見学に招待されました。

• 2020年、COVID-19パンデミッ
クによる渡航制限のため、従来の
対面式ではなく、オンラインの獣
医学シンポジウムを開催すること
になりました。これにより、さら
に招待者を拡大することができ、
4カ国語の同時翻訳により、122カ
国から1万人以上の人々が参加し
ました。

PROACTIVE （プロアクティブ）
ブリーダーはロイヤルカナの
創業以来のパートナーです。

ペットの専門家が健全で持続可能な活動を行うこと
を支援するため、PROactiveの活動を開始しまし
た。これは専用のセミナー、デジタル学習コース、
実践的なアドバイスなどさまざまなツールを通じて
ブリーダーに貴重なスキルや知識を提供するもので
す。（詳細はPROactiveの8ページをご覧くださ
い）

学生および若手卒業生のための専用プ
ログラム
獣医師が大きなストレスに直面し、その多
くが獣医師を辞めようと考えていることが
独自調査で明らかになりました。

ロイヤルカナンでは、獣医師に対する責任
を感じており、パートナーが成長できるよ
うにしたいと考えています。ここ数年、イ
ンドネシアで新人獣医師を支援するプロ
ジェクトを試験的に実施しています。2021
年には、リンカーン研究所と協力して、新
卒・第二新卒の獣医師のレジリエンス（困
難や予測不能な状況に上手く適応する力）
スキルを支援するためのパイロットプログ
ラムを世界中で展開する予定です。このプ
ログラムの目標は、レジリエンスを高める
ことで獣医師という職業の持続可能性を促
進し、最終的に臨床現場における獣医師の
定着率を向上させることです。

今後4年間に、大学院MBAコースを開設す
る計画で網羅する次の3つの分野：
• 獣医師のレジリエンス、コミュニケーショ
ン、　非技術的スキル
• ビジネス・栄養スキル
• メンタルヘルス（獣医師メンタルヘルス心
理学　者と協力）

2021年初頭から、23カ国から129人の獣医
師がパイロットプログラムに参加していま
す。

人的資本への投資
ペット、地球、そして人々のために私たちが思い描く持続可能
な未来は、私たちの組織内および広いエコシステム全体の両方
において、将来必要とされる知識と技能に投資することによっ
てのみ実現することができます。私たちの人的資本への投資
は、持続可能な開発目標4（質の高い教育）に沿ったものであ
り、アソシエイトの個人的な能力開発と、ビジネスモデルを構
築している外部のステークホルダーに提供する研修・教育サー
ビスの両方を含みます。

アソシエイトのための個人能力開発プラン
私たちは、アソシエイトを大切にし、アソシエイトがビジネスにもたらす
素晴らしい貢献を評価しています。ですから、彼らの将来に投資すること
は当然のことと考えています。アソシエイトが自身の役割を果たし、デジ
タル学習サービス、優れた機能的な学習機関、受賞歴のあるリーダーシッ
ププログラムにアクセスし成長する機会を与えることで、自分のキャリア
開発に主体的に取り組むことができます。

そのため、全アソシエイトは、毎年「個人能力開発プラン」を作成し、業務役割およ
び個人の能力開発目標についてマネージャーと合意しています。個人能力開発プラン
の一環として、アソシエイトは、マース ユニバーシティを通して、ハーバード大学の
ような外部パートナーが提供する最高レベルのコースを含む幅広い学習プログラムを
利用することができます。

ビジネス上の倫理規範
私たちは、贈賄の供与、受領、許可を含むあらゆる形態の腐敗行為を禁止します。販
売業者、通関業者、その他のサプライヤー等すべてのビジネスパートナーが、私たち
に代わって行動する際、私たちと同じ基準を維持することを期待します。これらの期
待事項は、サプライヤー行動規範に詳しく記述されています。

OF WHICH ABOUT 

95%
そのうち約95%が獣医師で
あり、社外ステークホル
ダー対象に講演を実施

OVER

160 
世界中に160名以上のサイ
エンティフィク・コミュニ
ケーション・アソシエイト
（学術担当）

「アソシエイト向け倫理とコンプライアンスガイド」で
は、商業賄賂を含むあらゆる形態の腐敗行為の禁止を明
確に説明しています。アソシエイト向けのトレーニング
では、腐敗に関連するリスクを特定し、そのリスクを効
果的に軽減することができるようサポートします。ま
た、サプライヤー行動規範では、すべての直接および間
接サプライヤーに対して、米国海外腐敗行為防止法およ
び英国贈収賄防止法を含め、該当する法的要件を遵守す
ることを義務付けています。

エコシステムにおける人財の育成
エコシステムにおける人財の育成は、私たちが活動する
地域社会との連携を強化し、より協力的で環境に優し
く、繁栄するエコシステムを促進する方法の一つです。
私たちはブリーダー、獣医師、専門店などの推奨者や販
売者の広範なネットワークと密接に協力し、犬と猫の真
のニーズに関する知識を高め、適切な栄養学に基づいた
解決法を協働して見つけ出します。この知識を共有する
ために、私たちはペットの専門家を対象に、動物のケ
ア、肥満の認識、バランスのとれた食事の利点、または
室内中心の生活様式が動物や動物の栄養に及ぼす影響な
ど、様々なテーマで毎年何百もの講演を開催していま
す。

ペットの専門家が持続可能な活動を
行うための支援
毎年、モンペリエ（フランス）でグロー
バル・イベントを開催し、世界中の獣医
師が科学的、経営的な経験を比べ、成功
事例を共有しています。
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83
$3.8M
およそ380万ドルに相当す
るMAPボランティア活動

マース グループ
全体から83名の
アソシエイトを
MAPの参加者
として選出

IN 2021

$1million
2021年、100万ドルがアソシエイト
に選ばれた10件のプロジェクトに寄
付されました。

• Dean Richardson（ペット栄養アドバイ
ザー-オーストラリア）、ペットフレンドリー
ハリケーン救援：
2017年、ハリケーン・マリアがプエルトリコ
を荒廃させ、すべての世帯と動物に影響を与え
ました。この活動では、アンバサダーのグルー
プが１週間、Santuario Canita（プエルトリ
コのグアヤマにある）で再建活動に直接協力し
ました。

• Slavena Buyuklieva（科学コミュニケーショ
ンスペシャリスト-ブルガリア）、Mission 
Rabiesコミュニティエンゲージメント: 
Mission Rabiesは、2013年以来、世界の狂犬
病ホットスポットにおける狂犬病撲滅の最前線
に立っています。設立以来、150万頭近くの犬
にワクチンを接種し、300万人以上の子どもた
ちに教育を行ってきたMission Rabies
は、2030年までに犬に噛まれて感染する狂犬
病を撲滅するという世界保健機構（WHO）の
目標達成に向け重要な役割を担っています。ア
ンバサダーたちは、現地でワクチン接種チーム
に参加し、狂犬病撲滅活動に必要なロジス
ティックスを体験するとともに、現地で行われ
ているオペレーションリサーチについて詳しく
学びました。

最近の参加者の一部：:
• Mandy Emery（営業担当/テクニカルサー
ビスコーディネーター-カナダ）、アメリカ
ン・プレーリー・リザーブ：
アンバサダーのグループは、米国モンタナ州
の田舎に一週間滞在し、アメリカン・プレー
リー・リザーブ（APR）と共に、プレーリー
ドッグの生息地回復プロジェクトに参加しま
した。アンバサダーたちは、クロアシフェ
レットなどの野生動物の再導入を促進するた
め、ノミの蔓延を抑制する作業を手伝いまし
た。また、一般的な土地管理や野生動物管理
のフィールドワークを支援しました。

間の一部をボランティアに充てることができま
す。MVPはアソシエイトのエンゲージメント
を高め、専門的な能力開発の機会を提供し、
チームの士気を高め、地域社会のパートナーと
の強い結びつきを築くのに役立ちます。

2020年、ボランティアは、動物保護施設とそ
の保護下にあるペットがCOVID-19のパンデ
ミックを乗り切るのを支援しました。オンライ
ン寄付キャンペーンを企画し、リモート獣医療
相談を提供し、リソースや専門技術または一般
支援を必要とする保護施設に自分たちのスキル
や能力を提供することによって支援しました。

マース アンバサダープログラム
マース アンバサダープログラム（MAP）はロ
イヤルカナンのコミュニティ活動戦略の中核
であり、私たちのパーパス（存在意義）をい
かに実現するかを示す強力な活動です。マー
ス アンバサダープログラムを通じて、アソシエ
イトは、私たちのビジネスに貢献する地域社
会において、持続可能な変化をもたらすこ
とに貢献する機会を得ています。

プログラム開始以来、MAPアソシエイトに
よって45,000時間以上、およそ380万ドル相
当のボランティア活動が行われました。2019
年には、マースグループ全体で83名のアソシ
エイトがMAPに参加し、5カ国から7名のロイ
ヤルカナン アソシエイトも加わりました。

COVID19のパンデミックのため、2020年は
MAPを計画することができず、ステークホル
ダーと専門知識を共有するバーチャルMAPを
開催しました。

地域社会との
関係強化
ロイヤルカナンでは、重要な原則の一つとして
「互恵」を推進しています。

私たちはアソシエイトが私たちのサステナビリ
ティへのコミットメントの主唱者であることを
望んでいます。また、世界中のアソシエイト
に、各地で強力なパートナーシップを構築しな
がら、スキルと能力を開発する機会を得てほし
いと考えています。

さらに事業を展開するすべての地域社会との連
携を強化することで、外部の社会的公正にも対
処し、より協力的で環境に優しく繁栄するエコ
システムを促進することを目指しています。私
たちは、人々と地球のために活動することが、
企業、社会、環境に新たな機会をもたらすと信
じています。

サプライヤーとの関係性
私たちは、サプライチェーンにプラスの社会的
影響を与えることに大きな関心を寄せていま
す。

パートナーやサプライヤーとの長年にわたる関
係はサステナビリティの目標を達成するための
重要な鍵です。

マース ボランティア プログラム
マース ボランティア プログラム（MVP）は、
アソシエイトが事業所や製品調達先の地域社会
に貢献するボランティア活動に参加できる世界
規模のプログラムです。アソシエイトは勤務時

ペットがペットオーナーだけでなく、社会にも多く
の恩恵をもたらすことをパートナー企業とともに広
めていきたいと考えています。

そのため、ロイヤルカナン財団を設立することを決
定しました（2020年12月8日正式登録）。ロイヤル
カナン財団は、ペットが人間の健康と福祉の向上に
貢献できるプロジェクトに投資することで、私たち
の生活における犬と猫の素晴らしい役割を強調する
ために設立されました。

ロイヤルカナン財団が焦点を当てる３つの分野：

•  使役犬の健康と福祉
•  医療分野で人の健康に貢献するペットたち
• 人の心の健康をサポートするペットたち
現在、すべてのプロジェクトが、アソシエイトに
より提案され、選定されています

これはユニークな運営方法で、アソシエイトは財団
のガバナンスの中心的役割を担っています。

ロイヤルカナン財団により、私たちは社会と
人々の健康のために長期的な価値を創造するこ
とを目指しています。支援対象プロジェクト
は、病気の発見、補助犬、セラピーペットなど
の重要な分野を網羅しています。

ロイヤルカナン財団の重点分野は、人間とペッ
トの関係、そしてより一般的には、仕事環境に
おける人間とペットの相互作用に関する知識の
向上を目指しています。選ばれたプロジェクト
から得られた知識と研究は、最終的にペットの
ために世界的に共有されます。 

ロイヤルカナン財団
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